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2017年12月11日 順調な拡大を示す米国の雇用統計（2017年11月） 
2017年12月01日 米『ベージュブック』、労働需給の逼迫を指摘 

（No.2,921） 
〈マーケットレポートNo.5,768〉 

2017年12月14日 

米国の金融政策（2017年12月） 

政策金利を0.25％引き上げ、緩やかな利上げを継続へ 

 FOMC参加者の経済予測等から判断すると、「緩

やかな景気拡大、物価上昇のもとで、緩やかな利

上げの継続」という基本観に変化はないようです。

利上げが継続されても、そのペースが緩やかなもの

にとどまるのであれば、金融・為替市場が大きく混

乱する可能性は低いと考えられます。 

 12月12日～13日に開催された米連邦公開市場

委員会（FOMC）は、市場の予想通り、政策金

利（FFレート）の誘導レンジを0.25％引き上げ、

1.25％～1.50％とすることを決定しました。利上

げの決定に対しては、「据え置き」を主張して2票の

反対票が投じられました。 

政策金利を0.25％引き上げ 
今年3回目の利上げ 

成長率予想は上方修正 

物価、金利見通しは据え置き 

「緩やかなペースでの利上げ」が継続される見通し 

 今回の決定は事前の予想通りでしたが、FOMCで

成長率見通しが上方修正されたにもかかわらず、

物価、政策金利の見通しが据え置かれたこと、同

日発表された物価指標が市場予想を下回ったこと

等を受け、13日の米国市場では、株価、債券価

格がともに上昇（債券利回りは低下）しました。 

（注1）FFレートは2007年1月5日～2017年12月14日。2008年12月 
      以降のFFレートは誘導レンジの上限を表示。 
（注2）物価上昇率はPCE（個人消費支出）コア物価指数の前年同月比 
         で、2007年1月～2017年10月。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

 公表された声明文では、「経済は堅調な速度で成

長」と評価しました。ハリケーンについては、「経済活

動や物価に影響を及ぼしたが、経済の見通しを大

幅に修正させるほどのものではない」と述べています。 

 FOMC参加者の経済予測は、9月時点に比べ成

長率が上方修正、失業率は下方修正されました。

現在、米議会で審議されている税制改正（減税

等）の影響を反映させたと見られます。 

 成長率見通しは上方修正されましたが、物価、政

策金利に関する参加者の見通しには変更はほとん

どありませんでした。2018年については、9月時点

と同様に3回の利上げ予測が多数を占めました。 

【FOMC参加者の経済見通し】 

（注）FOMCメンバー予測の中央値。GDPと物価上昇率は10～12月期の 
         前年同期比。物価上昇率はPCE（個人消費支出）コア物価指数 
         の上昇率。 
（出所）米連邦準備制度理事会（FRB）の資料を基に三井住友アセット 
            マネジメント作成 

項目 開催月 2017年 2018年 2019年

GDP成長率 12月 2.5 2.5 2.1

(%) 9月 2.4 2.1 2.0

失業率 12月 4.1 3.9 3.9

(%) 9月 4.3 4.1 4.1

物価上昇率 12月 1.5 1.9 2.0

(%) 9月 1.5 1.9 2.0

FFレート 12月 1.4 2.1 2.7

(%) 9月 1.4 2.1 2.7

【政策金利と物価上昇率の推移】 
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http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/usa/key171201us.html
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